
 

 

○ 旭小学校 

・  職員自己評価、 保護者、 児童アンケート 結果について 

・  学校運営協議会委員より  
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後期 前期 後期 前期

1 3.03 2.97 3.21 3.17 2.46

2 2.51 2.33 2.52 2.46 3.11

3 3.26 3.14 3.11 3.12 3.13 2.94

4 3.24 3.14 3.14 3.20 3.21 3.06

5 3.62 3.56 3.59 3.61 3.49 3.44

6 2.82 2.74 2.92 2.82 2.96 2.97

7 3.26 3.34 3.18 3.28 3.24

8 3.16 3.20 3.14 3.23 3.11 3.03

9 3.19 3.21 3.22 3.23 3.08 3.03

10 3.58 3.49 3.52 3.54 3.29 3.20

評価項目ＮＯ

ＰＴＡ活動などにおいて、家庭と 学校の協力関係が築かれている。

読書に親しむ習慣が身に付いている。

「学校の授業は分かりやすい」と 言っている。

学校生活を楽しんでいる。

Ｒ１

家庭学習の習慣が身に付いている。

家庭では進んでお手伝いをしている。

Ｈ28

思いやりをもって生活している。

H30
Ｈ29

運動会や学芸会をはじめと する各学校行事は、充実している。

健康に気を配り、運動や遊びに興味を持って取り組んでいる。

挨拶など、基本的生活習慣が身に付いている。

R1

後期

R1

前期

Ｈ30

年

後期

Ｈ30

年

前期

3.35 3.25 3.22 3.19

3.24 3.20 3.06 2.88

3.12 3.11 3.06 2.81

2.88 3.00 3.06 2.81

2.82 3.05 3.11 3.00

3.29 3.20 3.22 3.25

3.18 3.05 3.06 3.00

3.35 3.47 3.56 3.75

3.47 3.32 3.50 3.56

3.59 3.35 3.50 3.44

3.47 3.35 3.44 3.63

3.35 3.40 3.11 3.13

3.41 3.25 3.33 3.38

教育環境 12 児童が集中して学び、落ち着いて生活できる教室環境や校内環境が整備さ れている。

開かれた学校 13 町内小中各校、高校、保護者、教育機関等との交流・協力・連携を心がけている。

学校組織 10 職能の向上のため、研修に努めている。

11 各担当が連携を取り、効率的に学校運営を進めている。

教育活動等 8 各学年、教科においてバランスの良い授業時数を確保し、適切に指導している。

9 よりよい人間関係を築こう と する態度を育むため、学級活動や学校行事等の充実を図っている。

6 日常的な体力づく りにより、運動に対する意欲、体力に高まりが見られる。

7 子どもたちは、一人一人を認め合う こと により、自己有用感を実感してきている。

4 子どもたちは、本に関心を持ち、読書活動に取り組んでいる。

5 宿題や家庭学習を継続し、復習や予習などに取り組んでいる。

2 基本的な学習ルールや聞く 姿勢の徹底が図られている。

3 「できる授業」「分かる授業」により、基礎基本の力や表現力が育っている。

領　 　 域 評価項目

目指す子どもの姿 1 子どもたちは、気持ちの良い挨拶をし、きまりを守って生活しよう と 努めている。

 

学校評価アンケート 結果についてお知ら せし ます。 好意的、 建設的なコ メ ント を数多く 頂き まし

た。 有り 難く 思います。 今後も 、 子ども たち の成長を願い、 より よ い教育に努めていき ます。 家

庭、 地域の皆様と ワン チームで共育を…どう ぞよろ し く お願いし ます。  

☆グラ フ の見方① 評価の高い項目は   、 低い項目は   で表し ています 

☆グラ フ の見方② 数値は、 Aを 4 点、 Ｂ を 3 点、 Ｃ を 2 点、 Ｄ を 1 点と みて算出し た平均値です 

職 員 の 評 価 結 果  ※職員の結果は、 評価の項目をＨ 30 年に変えたため、 2 年分を掲載し ま

す 

                    

 

 

 

保 護 者 の 評 価 結 果 

○「 分かり やすい

授業」 づく り が

進んでいます。  

○学校生活を 楽し

んでいます。  

●読書やお手伝い

の習慣は今一つ

…と 評価する 保

護者が多かっ た

です。 教職員と

同様の見立てで

す。  

○落ち 着いた姿勢で生活し 、 日頃の学習態度も 落ち着いています。 より よい授業づく り のための職員研修も 、 限ら れた

時間を 効果的に使い、 進めるこ と ができ まし た。  

●読書活動や宿題、 家庭学習への取組について、 改善の余地があり ます。  
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ＮＯ 内　 　 　 　 　 　 容 R1後期 R1前期 Ｈ30後期 Ｈ30前期 Ｈ２９ Ｈ２８

1 家庭学習をがんばっている。 3 .44 3 .12 3.42 3.39

2 本を読むこ と が楽しい。 3 .74 3 .3 8 3.44 3.51 3.41 3.37

3 学校の授業はわかりやすい。 3 .44 3 .3 8 3.47 3.44 3.40 3.41

4 友だちを大切にして、なかよく している。 3 .74 3 .74 3.70 3.72 3.58 3.58

5 学校での生活は楽しい。 3.71 3 .5 5 3.61 3.64 3.67 3.68

6 学級の当番や係活動、掃除をすすんでやっている。 3 .70 3 .5 5 3.57 3.56 3.50 3.58

7 運動や遊びが好きだ。 3 .70 3 .73 3.74 3.76 3.62 3.54

8 先生や友だちに元気にあいさつしている。 3 .50 3 .47 3.43 3.48 3.37 3.40

9 学習のきまりをまも って勉強している。 3 .50 3 .42 3.50 3.43 3.48 3.32

10 学校の先生は話しやすい。 3 .58 3 .56 3.55 3.63

子 ど も  た ち の 評 価 結 果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭小学校の教育活動の方向性について、 以下にお伝えし ます。  

旭小教育目標①＜進んで学習する子ども ＞にかかわっ て 
 

○来年度も 、子ども たちが「 でき る・ 分かる」 学習を重ねら れるよう 、   

学習ルールの指導、 黒板やノ ート の使用法、 教室環境整備、 映像を 

活用し た授業づく り などを進めます。  

○4 月から 新たに始まる学習（ 外国語学習、 プログラ ミ ング学習）、 4 

月から 変わる学習（ 教科書も 変わり ます。 国語は、 学ぶお話が大き  

く 変わり ます）の指導を スムーズに進めるため、準備し ていき ます。  

○今年度は、 読み聞かせ会を増やすこ と 、 児童が興味をも つ新刊図書 

を増やすこ と 、 多く の本を読む活動を国語で取り 入れるこ と 等に取り 組みまし た。「 読書が好き 」 と いう 子ども の声を  

大切に、 今後も 指導し ていき ます。 ご家庭でも 本に触れる機会をつく っ てあげてく ださ い。  

 ○子ども に残すべき遺産の一つは、 良き 習慣…学び続ける習慣も そう です。 家庭学習に、 その習慣形成を期待し ていると  

こ ろ ですが、 こ の点についてお悩みのご家庭も あるこ と と 思います。 学級担任を はじ め学校と 連携し て、 習慣作り を 進 

めていき まし ょ う 。  

旭小教育目標②＜思いやり のある子ども ＞にかかわっ て 

○学習場面でも 、 子ども たちが考えを伝えあう 機会を 大切にし ています。 教え 

合う 場面、 助け合う 場面も 多く 見ら れまし た。 仲間を大切に思う 気持ち、  

自己有用感も 評価結果や学校生活の様子から 概ね良好と 言えます。  

○保護者アンケート で、「 子ども の成⾧ 」「 学級担任や学校に対する感謝の声」  

○読書に興味を も

つ子が、 後期で

大き く 増えまし

た。 希望の光で

す。 学校生活が

楽し いと いう 声

も 多いです。  

●授業や家庭学習

の頑張り が今一

つ…と 回答する

子がいまし た。  
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をたく さ ん頂き まし た。 学校と 家庭が良い関係でいら れるこ と …子ども たち  

に大き なプラ スです。 子ども に「 人と 仲良く 」 と 教えるのが大人。 私たち自身も 、 お互いに尊重し あい、 助け合う 関係 

を大切にし て、 お子さ んの育ちを一緒に支えていき まし ょ う 。   

 
旭小教育目標③＜進んではたら く 子ども ＞にかかわっ て 

 

 ○委員会活動や係活動、 掃除などに進んで取組めています。 子ども た 

ちも 自分自身をそのよう に評価し ています。  

  ○家庭での過ごし 方、 学校での過ごし 方が両方よく なっ てき まし た… 

と いう 声が保護者から 届いています。 子ども は、 可能性のかたまり  

です。 生活力のある人に育っ てほし いですね。 机上の学習と は違う  

学びも また、 学校・ 家庭・ 地域で見守り 育てていき まし ょ う 。  

旭小教育目標④＜自ら 体をきたえる子ども ＞にかかわっ て  

○体育の指導時間には限り があり 、 学校で運動時間を伸ばすこ と が難 

し い状況です。 そんな中、 美幌スケート 協会の協力を得て、 放課後 

を活用し て、 旭スケート 教室を開催でき まし た。「 スケート が楽し み」  

と いう 子ども の声、「 やっ てく れてよかっ た」 と いう 保護者の声が届 

いています。 美幌には、 スポーツ少年団が１ ９ も あり 、 熱心な指導 

者に恵まれています。 こ の町の良さ だと 思います。  

○子ども たちの体力テスト 結果と 運動習慣に関するアンケート データ を 

用いて、 分析をし まし た。 以下のよう な結果が出ています。  

   ・ 運動時間が多い子には、 運動が好き な子が多い。 好き だから 、 運動に前向きに…結果、 体力も ついてく る 

   ・ 運動時間の⾧い子には、「 自分によいと こ ろ がある 」 と 答える子、 自己肯定感の高い児童が多い 

   ・ スポーツ少年団に加入し ている子は、 全国児童の平均値を越える体力が備わっ ている 

   世の中、 健康ブーム…皆さ んも ご承知の通り 、 運動するこ と には、 たく さ んのメ リ ッ ト があり ます。 旭小が、 冬季の 

体育で、 スキーと スケート の 2 種目を 実施するのも 、 子ども たちの未来を 考えてのこ と と 、 ご理解く ださ い。  

また、 1 週間に何時間運動するのが健康面で好まし いか、 と いう 点についても 分析し まし た。  

目安と し て、 1 週間に 7 時間以上（ 単純平均で 1 日 60 分） の運動が、 体づく り に効果的です。  

 ○運動以外にも 、 体を動かす機会はつく れます。 例えば…サイ ク リ ング、 散歩、 釣り 、 ハイ キング、 徒歩や自転車によ 

る買い物、 家の前でのバド ミ ント ン、 キャ ッ チボール、 家の掃除など。 1 週間の運動時間も 参考に、 家庭での過ごし  

方を考えてみて下さ い。  
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Ⅱ 学校運営協議会委員より  
  

○重点教育目標に沿っ て、 教育活動を 推進し ても ら いたい。 そのためにも 、 大人自ら が範を示し ていく

必要がある 。 特に、 今の親世代。 相互扶助が社会通念だっ た昔と 違い、 個人志向の時代。 ベク ト ルが

様々な方向を 向く 中、 それら をいかに巻き 込み、 教育を進めていく か。 大人も 子ども と 一緒に成長し

ていこ う 、 と いう ムーブメ ント を学校が主と なっ て創り だし ていく こ と が求めら れる。  

○学校に求めら れる役割が増えている中、 難し い舵取り が予想さ れる。 教育活動推進の重点を更に絞り

込み、 一点突破を 狙う ぐ ら いがよいと 思う 。 数年かけ、 徐々に掲げた理想に近づけるよう 、 取組を進

めてほし い。 我々、 運営協議会のメ ンバーも サポート をし ていきたい。  

○学力向上に組織的に取り 組んでいる様子が、 教育活動の取組及びその成果から よ く 分かる。 また、 一

地域人と し て暮ら し ていて、 朝登校する子ども たちと 挨拶を交わすと いっ たちょ っ と し た関わり を大

切にし ていく こ と が、 つながり を 生んでいく と 感じ る。 いじ めなどの問題も 人と 人の絆の希薄さ に起

因すると こ ろ がある。 地域の者と し てでき るこ と を 考え、 サポート し ていき たい。  


